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豆まき                  ヤイカガシ 

 

 

 節分といえば「豆まき」です。豆まきに使うのは、    ヒイラギの枝に焼いたイワシの頭を指したもので、ヒイラ 

煎った大豆です。大豆は、お米と同じように大切な作   ギイワシとも言います。ヒイラギの葉のトゲトゲや、イワシ 

物であり、特別な力があると考えられてきました。    のにおいを鬼が嫌うとされ、家の戸口や門に飾って鬼を追い 

「鬼は外、福は内」と唱えながら家の中や出入口にま   払います。豆がら（大豆を取った後の枝）を添えることもあ 

いて、鬼＝邪気をはらい、自分の年の数（または年の   ります。 

数+1 粒）の豆を食べ、1 年の幸福を祈ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の郷土料理と世界の料理 

20 日（木）おせ寿司（富山県） 

 「押し寿司」が訛って「おせ 

寿司」になったと言われている。 

 

25 日（火）ピロシキ（ロシア） 

 東欧料理の総菜パン。揚げる 

より焼きの方が一般的のよう。 

節分と大豆のおはなし 

です  節分には季節を分けるという意味があります。元々は「立春」「立夏」 

「立秋」「立冬」の前日をさしていましたが、今では「立春」の前日だけ 

を節分と呼んでいます。冬から春へと季節が移り変わる「立春」は、お

正月と同じように 1 年が始まる大事な日と考えられており、その前日の

節分は大みそかのような位置づけで、特に大切にされてきました。 

大豆から作られる食べ物 

 大豆は豆として食べるより、さまざまな加工品

として食べられています。 


